
ＡＲ２３００取り扱い説明書 

正誤表 
２０１８年１２月 株式会社エーオーアール 

 

 取り扱い説明書の記載内容と、実際のＡＲ２３００の動作が異なる部分があります。お

手数ですが、取り扱い説明書の以下の部分を読み替えてください。 

 

【ｐ４６～４７  ４．７ ２波同時受信／３波同時受信】 

 音量バランスの設定値の意味を変更しています。 

４．７．４ 「２バンド方式」２波同時受信の音量バランス 

対応コマンド ＶＨｎｎｎ 

説明 

 ＶＨコマンドにより、メイン・バンドとサブ・バンド（ＨＦ帯）との音

量バランスを設定します。引数ｎｎｎには０００～２５５を設定します。

１２８を設定するとメイン・バンドとサブ・バンドの両方の音が同じバラ

ンスで聞こえます。０００を設定するとメイン・バンドだけが聞こえます。

２５５を設定するとサブ・バンドだけが聞こえます。 

 引数を省略してＶＨとすると、現在の設定値を返します。 

 

４．７．７ 「オフセット方式」２波同時受信の音量バランス 

対応コマンド ＷＶｎｎｎ 

説明 

 ＷＶコマンドにより、メイン周波数とオフセット周波数との音量バラン

スを設定します。引数ｎｎｎには０００～２５５を設定します。１２８を

設定するとメイン周波数とオフセット周波数の両方の音が同じバランス

で聞こえます。０００を設定するとメイン周波数だけが聞こえます。 

２５５を設定するとオフセット周波数だけが聞こえます。 

 引数を省略してＷＶとすると、現在の設定値を返します。 

 

 

【ｐ５３  ８ ＣＵＥ（キュー）に関するコマンド】 

 ＣＵＥ機能自体を削除しました。従いまして、以下のコマンドはありません。 

  ８．１ 録音開始／録音終了のＱＲコマンド 

  ８．２ 録音内容の移動（ムーブ）のＱＭｍ、ＱＭｎｍコマンド 

  ８．３ 再生開始／再生終了のＱＹコマンド 

  ８．４ ＣＵＥの状態表示のＱＳコマンド 

 

【ｐ５５  １０ データ・エディタ】 

 ＣＵＥ機能の削除に伴い、データ･エディタのキューに関する処理も削除されました。取

り扱い説明書ｐ５５に記載されたＤＥコマンドの説明で、以下の処理番号はありません。



欠番となります。 

ｎｎ （削除された）処理名 （削除された）処理内容 

２０ キュー・データ移動 キュー・データ０をｘへ移動する 

２８ キュー・データ削除 キュー・データｘを削除する 

２９ キュー・データ全削除 キュー･データをすべて削除する 

 

 

【ｐ５７～５８  １２ ＳＤカード関連のコマンド】 

 ＳＤカードに関する機能を大幅に追加しました。関連コマンドの説明は以下のようにな

ります。なお、取り扱い説明書に記載されていた「ＳＤ□ＣＵＷ□ファイル名」コマンド

はなくなりました。 

 

１２．１ ＳＤカードの使用状況 

対応コマンド ＳＤ□ＩＮＦ 

説明 

 このコマンドにより、ＳＤカードの空き容量とＳＤカードの全容量が表

示されます。 

 ファイル削除後は表示内容がおかしくなる場合がありますが、ＳＤカー

ドを一旦抜いてから再度挿入しなおすと、正しい空き容量を表示すること

ができます。 

 

１２．２ データ・ファイルの一覧表示 

対応コマンド ＳＤ□ＤＩＲ 

説明 

 このコマンドにより、ファイルの一覧を取得することができます。ファ

イル名のほかに、ファイル容量として録音時間およびファイルのバイト数

を表示します。 

 

１２．３ データ・ファイルの削除 

対応コマンド ＳＤ□ＤＥＬ□ファイル名 

説明 

 このコマンドにより、指定したファイルを削除することができます。フ

ァイル名は、「８．３形式」で指定します。 

 なお、本当に削除して良いかどうかの確認はしません。 

 

１２．４ ＳＤカードのフォーマット 

対応コマンド ＳＤ□ＦＭＴ 

説明 

 このコマンドにより、ＳＤカードをフォーマットします。ＳＤカードの

中のファイルは消えてしまいます。 

 なお、本当にフォーマットして良いかどうかの確認はしません。 

 



１２．５ 録音のスケルチ・スキップ 

対応コマンド ＳＤ□ＲＳＱ□ｎ 

説明 

 このコマンドでは、スケルチが閉じている時の録音をどうするか設定し

ます。引数ｎに「１」を設定すると、スケルチが開いている間だけ録音し

ます。スケルチが閉じている時は録音を一時停止します。一方、引数ｎに

「０」を設定すると、スケルチが閉じている間も録音を続けます。 

 引数を省略した場合には、現在の設定値を表示します。 

 

１２．６ ＳＤカードへの録音開始／録音終了 

対応コマンド ＳＤ□ＲＥＣ□ファイル名 

説明 

 このコマンドにより、指定したファイル名のファイルへの録音を開始し

ます。ファイル名は英大文字と数字で８文字まで設定できます。英小文字

は英大文字に変換されます。拡張子は何を指定されても「．ＷＡＶ」固定

です。既に同名ファイルが存在していた場合には、確認せずに上書きされ

ます。 

 ファイル名として「／」１文字だけを指定すると、録音を終了します。

また、ファイル容量が約２Ｇバイトを超えた時、またはＳＤカードの空き

容量がなくなったときは、録音を終了します。 

 

１２．７ ＳＤカードからの再生開始／再生終了 

対応コマンド ＳＤ□ＰＬＹ□ファイル名 

説明 

 このコマンドにより、指定したファイル名の録音ファイルを再生しま

す。ファイル名は英大文字と数字で８文字まで設定できます。英小文字は

英大文字に変換されます。拡張子は何を指定されても「．ＷＡＶ」固定で

す。 

 ファイル名として「／」１文字だけを指定すると、再生を終了します。 

 

１２．８ 録音／再生の状態問い合わせ 

対応コマンド ＳＤ□ＰＳＴ 

説明 

 このコマンドにより、録音中か再生中かが判断できます。 

 返り値が「０」なら、現在は録音も再生もしていません。 

 返り値が「１」なら、ＳＤ□ＲＳＱ□０の状態（スケルチの状態にかか

わらず録音する）で録音中です。 

 返り値が「２」なら、現在は再生中です。 

 返り値が「３」なら、ＳＤ□ＲＳＱ□１の状態（スケルチが開いた時だ

け録音）で録音中または録音一時停止中です。 

 



１２．９ メモリ･セットの書き込み 

対応コマンド ＳＤ□ＭＭＷ□ファイル名 

説明 

 このコマンドにより、メモリ･チャンネルやサーチ・バンクなど、 

ＡＲ２３００が持つＶＦＯ／メモリ／サーチに関する記憶内容全体をＳ

Ｄカードに書き込むことができます。ファイル名は英大文字と数字と一部

の記号で８文字まで設定できます。英小文字は英大文字に変換されます。

拡張子は何を指定されても「．ＭＭＤ」固定となります。 

 既に同名ファイルが存在していた場合には、確認せずに上書きされます

ので注意してください。 

 

１２．１０ メモリ･セットの読み込み 

対応コマンド ＳＤ□ＭＭＲ□ファイル名 

説明 

 このコマンドにより、メモリ･チャンネルやサーチ・バンクなど、 

ＡＲ２３００が持つＶＦＯ／メモリ／サーチに関する記憶内容全体をＳ

Ｄカードから読み込むことができます。ファイル名は英大文字と数字と一

部の記号で８文字まで設定できます。英小文字は英大文字に変換されま

す。拡張子は何を指定されても「．ＭＭＤ」固定となります。 

 

 

１２．１１ ＳＤカード使用上の注意（故障ではありません） 

・標準サイズのＳＤカードまたはＳＤＨＣカードを使用することができます。ただし、ご

く一部のカード（ＦＡＴの構成がＦＡＴ１２であるカード）は使用できません。 

・ＳＤカードが挿入された時にＡＲ２３００は自動的にＳＤカードのＦＡＴを読み込みま

すが、この読み込み処理に時間がかかる場合があります。ＳＤカード挿入直後にＳＤカ

ード関連のコマンドがエラーになった場合は、しばらく待ってから再度コマンドを発行

してください。 

・ファイルを削除した直後は、ＳＤカードの空き容量が正しく表示されない場合がありま

す。ＳＤカードを一旦抜いて挿入しなおすと、正しい空き容量を表示することができま

す。 

・入力されたファイル名は、先頭の８文字が有効となります。また小文字は大文字に変換

されます。 

・録音中に、録音ファイルのサイズが約２Ｇバイトになると、自動的に録音を停止します。

また録音中に、ＳＤカードの空き容量がなくなった場合は、自動的に録音を停止します。 

 

４．２．４ ノーマル・サーチ環境（ノーマル・サーチ・グループ） 

説明：オート・ストアが ON の場合はノーマルサーチで検出した周波数をメモリバンク 

    ４０番 ３９番に保存していきます。      


